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要旨
　本研究の目的は，現行の小学校・中学校・高等学校の家庭科教科書の「防災・災害に関する
食教育」の記述分析を行い，傾向を明らかにすることである．検定済み小学校家庭科教科書 2
冊，中学校技術・家庭〔家庭分野〕教科書 3 冊，及び高校学校家庭科「家庭基礎」10 冊の計 15
冊を分析対象とし，「防災・災害に関する食教育」の記述を抽出した．抽出した記述を主要キー
ワードによってカテゴライズし，考察した．その結果，合計 69 の記述があり，対象とした 15
冊すべての教科書に最低 1 記述は「防災・災害に関する食教育」の内容があることが分かった．
「備蓄」に関する記述が 21 記述と最も多く，次いで「調理」14 記述が続いた．「備蓄」は備蓄
量の目安や具体的な備蓄内容に関する記述が，「調理」は災害時に実践できる調理方法や，具体
的な献立例の記述が多いことが確認できた．また「本文」としての掲載が約半数を占めており，
その約 8 割が教科書裏の「見返し」ページに掲載されていることが明らかとなった．本研究で
抽出した 69 の「防災・災害に関する食教育」の記述内容を網羅しつつ整理・検討し，36 の「防
災・災害に関する食教育」の項目に分類した．
キーワード：家庭科，防災教育，食教育，教科書分析，災害への備え
1 ．研究の背景と目的
　地震調査研究推進本部「長期評価」（文部科学省 2004）1）において，日本は阪神淡路大震災
発生以降，新たな地震活動期に入っていることが指摘されている．また，平成 30 年版防災白書
（2018）2）では，地震のみならず，台風や豪雨災害などの自然災害の増加や激甚化が指摘されて
いる．2018 年は 7 月の大阪北部地震，その後すぐに西日本を中心とした平成 30 年 7 月豪雨災
害，そして北海道胆振東部地震と立て続けに大規模な自然災害が発生した．今後30年以内に高
確率で南海トラフ地震や首都直下型地震等の巨大地震の発生が予測されている．
　内閣府は平成 26 年度版防災白書第 2 章（2014）3）で，「阪神・淡路大震災や東日本大震災の
ような大規模広域災害時の「公助の限界」が明らかになるとともに，自助・共助による「ソフ
トパワー」が重要なものとなっている」としている．自然災害大国である我が国において，大
人はもちろん，次世代を担う児童・生徒が災害発生時に自らが備え行動し，助け合いながら状
況に対応できる，実践的な防災教育の充実が急務である（横田他 2012）4）．
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　文部科学省は「『生きる力』をはぐくむ防災教育の展開」（2013）5）において，児童・生徒へ
の防災教育において「危険を理解・予測し，自らの安全を確保するための行動ができるように
するとともに，日常的な備えができる」ことを目標として示している．これは前述の「自助」
に当たると考えられる．災害が発生すると，家庭科で扱う生活の衣食住に関わるすべてで様々
な問題が発生し対応が求められる．中でも，命に直結する食の問題は毎回深刻であり，災害時
の混乱した状況下で，長期間に渡り安定した公的な食の支援を続けることは容易ではない．食
べ物や水の不足，避難所による食支援の不均等等，食の問題は災害発生の度に繰り返されてい
るのが現状である．また，大災害による「公助の限界」が起こった時，食への対応は，他の備
蓄品と違い賞味期限やアレルギー，乳児・高齢者対応等があるため，質的・量的な対応は極め
て困難となることが指摘されている（山田ら 2015）6）．これらのことから，早急に災害に対応
し備えるための食教育が必要であるといえる．
　筆者らは，これまでに家庭科における「防災・災害に関する食教育」の実践を中心に研究を
続けてきた．一例を挙げると，中学生と保護者対象の災害に関する知識や備えの実態調査（小
林・永田 2016）7），中学校家庭科における「防災・災害に関する食教育」授業の開発・実践・
評価（小林・永田 2017）8），親子で学ぶ「災害時の食」をテーマとした体験学習の実践（小林・
永田 2018）9）などである．授業実践では，災害発生後の食の課題や解決方法を考え，理解する
学習，災害に対応する備蓄食品を使った調理実習や，備蓄食品を組み合わせて考える献立作成
など実践的・体験的な内容を主に扱ってきた．
　平成 29 年告示の中学校技術・家庭科の新学習指導要領10）では，家庭分野「住生活」に初め
て「自然災害」の文言が記載された．しかし「家庭生活」や「衣生活」，「消費生活」そして「食
生活」領域には今回も防災や災害に関する記載はされなかった．一方で，現行の家庭科教科書
を確認すると，小学校 2 社 2 種・中学校 3 社 3 種の家庭科教科書の内，4 種類に「防災・災害
に関するマーク」が新設されている（図 1）．これは家庭科における防災・災害に関する学習や
活動の必要性が示されているものと考えられる．そこで，現行の家庭科教科書の防災や災害に
関する記述を改めて分析し，検討する必要があると考えた．
　これまでの家庭科教科書の防災・災害に関する記述分析の先行研究には，末川らが行った，
中学校教科書の防災教育の変遷をあつかったもの（末川・天野 2017）11），鳥井らが行った高校
「家庭総合」の教科書記述分析（鳥井・澤田 2005）12）があった．しかし現行の小・中・高等学
校すべての家庭科教科書の防災・災害に関する記述分析，及び「防災・災害に関する食教育」
の記述分析の先行研究は見当たらなかった．そこで本研究の目的は　現行の小学校・中学校・
高等学校の家庭科教科書の「防災・災害に関する食教育」の記述分析を行い，現行の教科書の
図 1　現行の家庭科教科書に設けられた「防災・災害」に関するマーク例
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記述の傾向を明らかにすることとした．
2 ．研究の方法
　平成 26 年 2 月 20 日文部科学省検定済みの小学校家庭科教科書 2 冊，平成 27 年 2 月 27 日文
部科学省検定済みの中学校技術・家庭〔家庭分野〕教科書 3 冊，及び平成 28 年 3 月 3 日検定済
み高校学校家庭科「家庭基礎」10 冊の計 15 冊を分析対象とした．高等学校家庭科では「家庭
基礎」の採択率が 2014 年の調査時点で全体の約 8 割と高いことから，「家庭基礎」を分析対象
とした（茂木 2015）13）．15 冊の教科書から「防災・災害に関する食教育」の記述を抽出した．
抽出対象は本文だけでなく，イラスト，図，表などすべてとした．抽出した記述を主要キーワ
ードによってカテゴライズし，考察した．
3 ．結果と考察
3. 1　各教科書の「防災・災害に関する食教育」の記述数
　各教科書の記述数の分析結果を表 1 に示した．「防災・災害に関する食教育」の記述は，小学
校 2 冊にそれぞれ 1 記述，中学校 3 冊に合計 19 記述，高校 10 冊に合計 48 記述の全体で 69 記
述であった．対象とした 15 冊すべての教科書に最低 1 か所は記述があることが分かった．教科
書別の記述数は，最も少ない教科書では 1 記述のみ（小学校 2 冊，中学校 1 冊，高校 5 冊），最
多は高校 B の 1 冊で 17 の記述がされていた．教科書により記述数には大きな差があることが
確認できた．
表 1　教科書別「防災・災害に関する食教育」の記述数　N=69
校種 小学校 中学校 高等学校
教科書種別 A B A B C A B C D E F G H I J
記述数 1 1 8 10 1 4 17 1 1 1 1 1 9 9 4
校種別記述数 2 19 48
3. 2　各教科書の「防災・災害に関する食教育」の記述内容
　次に，抽出した各教科書の記述内容を主要キーワードによってカテゴライズした．結果を表
2 に示した．
　「備蓄」に関する記述が最も多く，69 記述の内 21 記述あった．続いて「調理」に関する記述
が 14 記述，「非常持ち出し袋の中身（飲食料）」が 11 記述であった．さらに，「保存食」が 6 記
述，「栄養」，「乳幼児・高齢者・アレルギー対応」が共に 4 記述という結果であった．
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表 2　「防災・災害に関する食教育」のカテゴリ別記述数　N=69
カテゴリ 記述数 割合（％）
備蓄 21 30.4％
調理 14 20.3％
非常用持ち出し袋の中身（飲食料） 11 15.9％
保存食 6 8.7％
栄養 4 5.8％
乳幼児・高齢者・アレルギー対応 4 5.8％
炊き出し 3 4.3％
食器棚の対策 3 4.3％
その他 3 4.3％
　記述数の多かった上位 2 カテゴリである「備蓄」と「調理」について，具体的な記述内容を
分析した．「備蓄」に関する記述の具体例を表 3 に示した．
　小学校は「備蓄」に関する記述はなかった．中学校では「3 日分の食料の目安（1 人 1 日あ
たりの食品の例）」や「栄養素の働きを考えて食料を備える（体の組織を作るもの・体の調子を
整えるもの・エネルギーになるもの）」，高等学校では「火を通さなくても，食べられる食料や
飲料水を最低 3 日分を用意しておく」，「レトルト食品や缶詰なども備蓄しておくとよい」等の
記述があった．共に，備蓄量の目安や具体的な備蓄内容に関する記述が多く記載されているこ
とが分かった．
表 3　教科書の「備蓄」に関する記述の具体例（抜粋）　N=21
教科書の「備蓄」に関する記述の具体例（抜粋） 校種
3 日分くらいの飲料水や食料，生活用品を準備しておくとよい 中学校
3 日分の食料の目安（1 人 1 日あたりの食品の例） 中学校
3 日分の飲料水の目安（1 人 1 日あたり約 2.5L × 3 日分） 中学校
栄養素の働きを考えて食料を備える（体の組織を作るもの・体の調子を整えるもの・エ
ネルギーになるもの）
中学校
非常食は災害時に調理ができなくなった時のために備えておく食品です．室温でも長期
保存できる工夫がされた様々な食品があります
中学校
防災用品や水，食料を準備しすぐ持ち出せるところに置いておきましょう 中学校
火を通さなくても，食べられる食料や飲料水を最低 3 日分を用意しておく 高等学校
飲料水の備蓄の目安は 2L 入りミネラルウオーターを 1 人につき 4 本 高等学校
レトルト食品や缶詰なども備蓄しておくとよい 高等学校
被災直後は火を使わずそのまま食べられるものでしのいでいこう 高等学校
炊き出しが始まるなど調理できる状況になったらできる限り，主食・主菜・副菜の組み
合わせで食事が摂れるよう防災用備品をそろえるときに工夫しよう
高等学校
　次に，「調理」に関する記述の具体例を表 4 に示した．「調理」に関する記述は全校種で確認
できた．
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　小学校では，それぞれ「災害に備えおにぎりを作ろう」，「災害に備えなべでごはんをたいて
みよう」が記述されていた．中学校では「備蓄しやすい材料で熱を使わずに作ってみよう（切
り干し大根とツナのサラダ）」が，高等学校では「食品用ポリ袋とカセットコンロ，鍋，水があ
れば簡単に温かい食事を作ることができる」や「パッククッキング例（ご飯を炊く，ツナ缶じ
ゃが煮，袋の結び方）」などの記述があった．災害時に実践できる調理方法や，具体的な献立例
についての記述がされていることが分かった．
表 4　教科書の「調理」に関する記述の具体例（抜粋）　N=14
教科書の「調理」に関する記述の具体例（抜粋） 校種
災害時のたき出しに備え，おにぎりを作ろう 小学校
災害に備え，なべでごはんを炊いてみよう 小学校
備蓄しやすい材料で熱を使わずに作ってみよう（切り干し大根とツナのサラダ） 中学校
できることの例（鍋で炊飯するなど停電でも調理できる方法を考える） 高等学校
電気・ガス・水道などのライフラインが止まっても保存食や缶詰などを利用して調理で
きる技術を身につけておきましょう
高等学校
「パッククッキング」とは食品用ポリ袋（高密度ポリエチレン製）に食材を入れて湯せ
んで加熱する調理法
高等学校
食品用ポリ袋とカセットコンロ，鍋，水があれば簡単に温かい食事を作ることができる 高等学校
パッククッキング例（ご飯を炊く，ツナ缶じゃが煮，袋の結び方） 高等学校
災害時に備えて炊飯器を使わずにご飯を炊くことに挑戦してみよう 高等学校
3. 3　各教科書の「防災・災害に関する食教育」の記述形式
　次に，抽出した記述はどのような形式で，教科書に掲載されているのかを分析した．結果を
表 5 に示した．最も多かったのは「本文」での扱いで全体の 47.8％と約半数を占めていた．続
いて「コラム」と「図」が 6 記述，「写真」と「イラスト」が 5 記述という結果であった．
表 5　教科書「防災・災害に関する食教育」の記述形式　N=69
形式
数 ％ 本文 図 コラム 写真 イラスト 表 実践例 発展 その他
記述数 33 6 6 5 5 4 3 3 4
割合（％） 47.8％ 8.7％ 8.7％ 7.2％ 7.2％ 5.8％ 4.3％ 4.3％ 5.8％
　記述形式の半数を占めていた「本文」が扱われている教科書のページ数についてさらに分析
した．その結果，本文の約 81％が教科書の表紙裏，すなわち「見返し」ページに掲載されてい
ることが分かった．「見返し」ページとは，表紙同様に教科書のページ数には含まれない．「見
返し」ページには，政府や自治体が「災害に備える食」の取り組みとして重要であるとし，啓
発を行っている内容がまとめて掲載されている．例えば災害に備えて必要な「食料や飲料水の
備蓄量」や「具体的な備蓄内容」などである．しかし，前述の通り「見返し」ページは教科書
のページ数に含まれず，また学習指導要領には「防災・災害に関する食教育」の指導内容の明
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記がないため，よほど教師が防災学習への意識が高くなければ，家庭科での指導の対象として
扱われないことが推察される．
3. 4　「防災・災害に関する食教育」の内容の分類
　本研究で抽出した 69 の「防災・災害に関する食教育」の記述内容を網羅しつつ整理・検討
し，36 項目に分類した．知識の習得をねらいとした「学習内容」20 項目と，実践的な活動をね
らいとした「学習活動」16 項目である．それぞれ，表 6，表 7 に示した。
表 6　分類した「防災・災害に関する食教育」　学習内容　20 項目
「防災・災害に関する食教育」　学習内容　20 項目一覧
1 災害時に備え，1 人当たりに必要な飲料水の量を知る
2 災害時に備え，1 人当たりに必要な食料の量を知る
3 食料は栄養素の働きを考えて，備えるとよいことを知る
4 食料は主食・主菜・副菜の組み合わせを考えて，備えるとよいことを知る
5 災害直後にはそのまま食べられる「非常食」が必要であることを知る
6 備えた飲料水や食料は持ち出しやすい場所に保管する必要があることを知る
7 日常生活で使いながら必要な飲食料を買い足し備蓄する（ローリングストック法）を知る
8 災害時や炊き出しに備え，鍋でごはんを炊く方法を知る
9 災害時には，食品用ポリ袋やカセットコンロを使い，湯せんで温かい料理を調理する方法（パッ
ククッキングなど）が役立つことを知る
10 炊き出しなど災害時の食に関するボランティア活動があることを知る
11 常温で比較的長期間保存が可能な食品の種類を知る
12 ライフラインが止まると調理が非常に困難になることを知る
13 災害時に食器棚の中の食器が飛び出さないための工夫を知る
14 災害時に食器棚のガラスが飛散しないための工夫を知る
15 非常用持ち出し袋に入れておくべき飲食料や食器などが分かる
16 災害時に特に不足しやすい栄養素を知る
17 乳幼児に必要な災害時の食の備えや対応を知る
18 高齢者に必要な災害時の食の備えや対応を知る
19 アレルギーや慢性疾患のある人に必要な災害時の食の備えや対応を知る
20 災害が起きた時の台所の熱源の正しい始末方法を知る
表 7　分類した「防災・災害に関する食教育」　学習活動　16 項目
「防災・災害に関する食教育」　学習活動　16 項目一覧
1 災害時に備え，家庭に必要な飲料水の備蓄ができているか点検する
2 災害時に備え，家庭に必要な食料の備蓄ができているか点検する
3 栄養素の働きや主食・主菜・副菜の組み合わせで，家庭の食料の備蓄内容を見直す
4 家庭で長期間保存できる「非常食」の備蓄ができているか点検する
5 家庭で備えた飲料水や食料は，持ち出しやすい場所に保管されているか点検する
6 家庭で「ローリングストック法」をつかった備蓄ができているか点検する
家庭科教科書における「防災・災害に関する食教育」の記述分析
329－ －
7 鍋でごはんを炊く
8 おにぎりを作る
9 食品用ポリ袋やカセットコンロを使い湯せんで温かい料理を調理する（パッククッキング等）
10 炊き出しなど災害時の食に関するボランティア活動に参加する
11 常温で比較的長期間保存が可能な食品を使い，火を使わない調理をする
12 災害時に家庭の食器棚から食器が飛び出さない工夫がされているか点検する
13 災害時に家庭の食器棚のガラスが飛散しない工夫がされているか点検する
14 非常用持ち出し袋に家庭に必要な飲食料や食器類が入っているか点検する
15 災害時に備えた食品を組み合わせ，簡単で栄養バランスのとれた食事の献立を考える
16 食への配慮が必要な家族のために，災害時のための食の備蓄ができているか点検する
　前述の通り，「防災・災害に関する食教育」の内容については現行の学習指導要領に明示がな
い。そのため教科書に掲載される内容や量は，各教科書会社の裁量に任されていることから扱
いにはかなりの差が生じていることが確認できた。
　表 6，表 7 のように学習内容を分類し項目立てたことにより，今後の家庭科教育において「防
災・災害に関する食教育」の指導を行う上で，学習内容を検討する際の一助になると考える。
4 ．まとめと今後の課題
　本研究の目的は，現行の小学校・中学校・高等学校の家庭科教科書の「防災・災害に関する
食教育」の記述分析を行い，現行の教科書の記述の傾向を明らかにすることである。文部科学
省検定済みの小学校家庭科教科書 2 冊，中学校技術・家庭〔家庭分野〕教科書 3 冊，及び高校
学校家庭科「家庭基礎」10 冊の計 15 冊を対象に分析を行った．
　その結果，小学校 2 冊に 2 記述，中学校 3 冊に 19 記述，高校 10 冊に 48 記述の合計 69 記述
があり，対象とした 15 冊すべての教科書に最低 1 箇所は記述があることが分かった．
　次に，抽出した各教科書の記述内容を主要キーワードによってカテゴライズした．その結果
「備蓄」に関する記述が 21 記述と最も多く，続いて「調理」に関する記述が 14 記述，「非常持
ち出し袋の中身（飲食料）」が 11 記述という結果であった．記述数の多かった上位 2 カテゴリ
である「備蓄」と「調理」について，具体的な記述内容を分析した結果，「備蓄」では備えるべ
き備蓄量の目安や具体的な備蓄内容に関する記述が多く，「調理」では災害時に実践できる調理
方法や，具体的な献立例についての記載が多いことが確認できた．
　抽出した記述はどのような形式で，教科書に掲載されているのかを分析した結果，「本文」と
しての掲載が約半数を占めており，またその約 8 割が教科書の「見返し」ページに掲載されて
いることが明らかとなった．
　抽出した 69 の「防災・災害に関する食教育」の記述内容を網羅しつつ整理・検討し，20 項
目の「学習内容」と 16 項目の「学習活動」，合計 36 項目に分類した．
　今後の課題として，現場で児童生徒の指導にあたる家庭科教員は「防災・災害に関する食教
育」の必要性についてどのように考え，どの程度実践しているのか，また指導上の課題は何か
等を明らかにしたいと考える。
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　分類した 36 項目を活用し，家庭科教員対象の全国調査を実施する．そして調査結果を分析
し，家庭科教員の「災害・防災に関する食教育」の意識や学習指導状況，指導上の課題などに
ついて明らかにした上で，今後の家庭科における「防災・災害に関する食教育」のあり方を検
討したい。また，今回行った「防災・災害に関する食教育」と同様に，家庭科教科書における
「衣生活」「住生活」「家族・家庭生活」「消費生活」等の記述分析も順次実施したい．
あとがき
　本論文は 2 名の執筆者が共同で研究した成果であり，担当部分の抽出はできない．
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分析対象とした教科書一覧
＜小学校＞
　内野紀子ほか 34 名．（2015）．わたしたちの家庭科，開隆堂．
　渡邊彩子ほか 13 名．（2015）．新しい家庭，東京書籍．
＜中学校＞
　佐藤文子・金子佳代子ほか 63 名．（2016）．新編　新しい技術・家庭　家庭分野，東京書籍．
　汐見稔幸ほか 31 名．（2016）．新技術・家庭　家庭分野，教育図書．
　大竹美登利ほか 73 名．（2016）．技術・家庭［家庭分野］，開隆堂出版．
＜高等学校（家庭基礎）＞
　牧野カツコほか 21 名．（2016）．家庭基礎，東京書籍．
　小澤紀美子ほか 25 名．（2016）．新家庭基礎，教育図書．
　伊藤葉子ほか 26 名．（2016）．高等学校家庭基礎，教育図書．
　宮本みち子ほか 33 名．（2016）．新家庭基礎，実教出版．
　宮本みち子ほか 29 名．（2016）．新図説家庭基礎，実教出版．
　佐藤文子ほか 38 名．（2016）．新家庭基礎，大修館書店．
　佐藤文子ほか 38 名．（2016）．新高校家庭基礎，大修館書店．
　阿部幸子ほか 36 名．（2016）．高等学校新版家庭基礎，第一学習社．
　大竹美登利ほか 70 名．（2016）．家庭基礎，開隆堂．
　横山哲夫ほか 47 名．（2016）．新家庭基礎 21，実教出版．
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